
17 162022年４月号

第１　持続可能な地域づくり　▶　１未来を拓く村政

【
中
山
間
地
域
直
接
支
払
交
付
金
事
業
】

５
９
９
万
円

農
業
生
産
活
動
の
継
続
に
向
け
た
前
向
き
な

取
り
組
み
を
支
援
し
、
経
営
の
安
定
と
環
境

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

【
道
営
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
】

６
６
５
０
万
円

哺
育
・
育
成
セ
ン
タ
ー
の
整
備
お
よ
び
串
内

牧
場
内
並
び
に
村
内
の
草
地
基
盤
の
改
良
・

整
備
を
行
い
、
労
働
負
担
の
軽
減
、
良
質
な

粗
飼
料
生
産
、
作
業
効
率
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

【
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
】  

３
７
５
万
円

新
規
就
農
者
に
対
し
、
経
営
状
況
を
判
断
し

た
上
で
、
国
の
経
営
開
始
型
補
助
金
を
適
切

に
補
助
し
ま
す
。
新
規
就
農
者
の
経
営
安
定

に
向
け
て
支
援
し
ま
す
。

【
新
規
就
農
等
支
援
対
策
補
助
金
】４

７
９
万
円

【
ふ
る
さ
と
祭
り
材
料
牛
購
入
費
補
助
金
】

７
０
万
円

【
串
内
草
地
放
牧
預
託
事
業
補
助
金
】６

０
万
円

【
熊
・
鹿
駆
除
捕
獲
奨
励
金
】　

 

３
８
０
万
円

【
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
事
業
】

９
３
万
円

低
炭
素
社
会
の
構
築
お
よ
び
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
薪
ス
ト
ー
ブ
や
薪
ボ
イ

ラ
ー
の
購
入
、
ま
た
は
家
庭
用
お
よ
び
事
業

用
の
薪
購
入
に
対
し
補
助
を
行
い
ま
す
。

【
処
理
加
工
施
設
事
業
】　
　
　

 

２
９
５
万
円

【
占
冠
村
猟
区
監
視
等
業
務
】　

 

１
１
７
万
円

【
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
製
造
業
務
委
託
】

３
３
５
万
円

村
の
特
産
品
と
し
て
定
着
し
た
占
冠
村
産

１
０
０
％
メ
ー
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
生
産
の
た

め
、
引
き
続
き
樹
液
の
採
取
お
よ
び
製
造
等

を
行
い
ま
す
。

第１　持続可能な地域づくり　▶　２経済循環が図られる基幹産業の振興

【
村
有
林
保
育
事
業
】　
　
　

 

１
３
８
５
万
円

【
林
業
生
産
基
盤
整
備
道
開
設
伐
開
工
事
】

１
７
７
万
円

【
道
営
森
林
管
理
道
ア
リ
サ
ラ
ッ
プ
支
線
開
設

事
業
】　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
５
０
万
円

【
人
工
造
林
（
新
植
）
工
事
】  　

４
１
８
万
円

【
豊
か
な
森
づ
く
り
推
進
事
業
】  

２
２
０
万
円

私
有
林
等
の
伐
採
跡
地
へ
の
植
林
経
費
を
助

成
し
、
造
林
未
済
地
の
発
生
抑
制
、
高
齢
級

化
し
た
人
工
林
の
若
返
り
を
図
り
ま
す
。

【
地
域
林
業
振
興
事
業
】　
　
　

 

２
５
０
万
円

集
約
化
施
業
地
内
で
の
作
業
経
費
（
公
共
対

象
外
の
根
踏
み
、
下
枝
落
と
し
、
除
伐
）
お

よ
び
主
伐
作
業
に
係
る
高
性
能
林
業
機
械
レ

ン
タ
ル
経
費
の
一
部
を
補
助
し
、
森
林
資
源

の
若
返
り
と
資
質
あ
る
森
林
の
育
成
を
図

り
、
も
っ
て
持
続
可
能
な
林
業
経
営
を
推
進

し
ま
す
。

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

主
な
施
策
予
算

主
な
施
策
予
算

村
政
執
行
の
基
本
政
策
に

村
政
執
行
の
基
本
政
策
に

は
、
『
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

は
、
『
持
続
可
能
な
地
域
づ
く

り
』
、
『
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し

り
』
、
『
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し

を
守
る
基
盤
づ
く
り
』
、
『
未
来

を
守
る
基
盤
づ
く
り
』
、
『
未
来

を
託
す
子
ど
も
の
環
境
づ
く

を
託
す
子
ど
も
の
環
境
づ
く

り
』
の
３
本
の
公
約
が
掲
げ
ら

り
』
の
３
本
の
公
約
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。

村
政
執
行
方
針
に
基
づ
き
、

村
政
執
行
方
針
に
基
づ
き
、

令
和
４
年
度
に
行
わ
れ
る
主
な

令
和
４
年
度
に
行
わ
れ
る
主
な

施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

※
写
真
の
一
部
に
は
、
新
型
コ

※
写
真
の
一
部
に
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
以

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
以

前
の
写
真
が
含
ま
れ
て
い
ま

前
の
写
真
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
す
。

【
占
冠
村
１
２
０
年
記
念
事
業
】　

【
占
冠
村
１
２
０
年
記
念
事
業
】　

  

９
０
万
円

９
０
万
円

先
人
の
方
々
の
努
力
に
よ
り
１
２
０
年
を
迎

先
人
の
方
々
の
努
力
に
よ
り
１
２
０
年
を
迎

え
る
こ
と
に
感
謝
し
、
未
来
を
展
望
し
な
が

え
る
こ
と
に
感
謝
し
、
未
来
を
展
望
し
な
が

ら
持
続
可
能
な
地
域
と
な
る
決
意
を
新
た

ら
持
続
可
能
な
地
域
と
な
る
決
意
を
新
た

に
、
記
念
植
樹
や
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封

に
、
記
念
植
樹
や
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封

を
行
い
ま
す
。

を
行
い
ま
す
。

【
ア
ス
ペ
ン
交
流
事
業
】　
　
　

【
ア
ス
ペ
ン
交
流
事
業
】　
　
　

  

２
８
０
万
円

２
８
０
万
円

２
０
２
１
年
に
姉
妹
都
市
提
携

２
０
２
１
年
に
姉
妹
都
市
提
携
3030
年
と
な

年
と
な

り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
両
地
域
の
文
化
交

り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
両
地
域
の
文
化
交

流
と
相
互
理
解
を
深
め
、
さ
ら
な
る
交
流
事

流
と
相
互
理
解
を
深
め
、
さ
ら
な
る
交
流
事

業
の
発
展
を
図
る
た
め
現
地
へ
の
派
遣
を
行

業
の
発
展
を
図
る
た
め
現
地
へ
の
派
遣
を
行

い
ま
す
。

い
ま
す
。

【
総
合
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
】

【
総
合
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
】  
 
 

６
９
７
４
万
円

６
９
７
４
万
円

老
朽
化
が
激
し
く
、
学
童
保
育
や
各
種
会
議

老
朽
化
が
激
し
く
、
学
童
保
育
や
各
種
会
議

等
で
の
利
用
者
も
多
い
占
冠
村
総
合
セ
ン
タ

等
で
の
利
用
者
も
多
い
占
冠
村
総
合
セ
ン
タ

ー
の
改
修
を
実
現
し
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
の
改
修
を
実
現
し
、
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
等
を
推
進
し
ま
す
。

ー
化
等
を
推
進
し
ま
す
。

2022年４月号



19 182022年４月号

第２　安全で安心な暮らしを守る基盤づくり　▶　１暮らしの基盤づくり 第１　持続可能な地域づくり　▶　２経済循環が図られる基幹産業の振興

【
ミ
ナ
・
ト
マ
ム
運
営
補
助
】　

 

１
４
７
万
円

集
落
対
策
方
針
に
基
づ
き
、
ト
マ
ム
地
域
の

交
流
の
場
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
買
い

物
支
援
等
を
実
施
し
ま
す
。

【
ト
マ
ム
給
油
所
指
定
管
理
】　

 

８
０
０
万
円

地
域
住
民
の
生
活
環
境
の
改
善
を
図
り
、
定

住
促
進
に
資
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
お

け
る
燃
料
の
自
衛
的
備
蓄
を
確
保
し
ま
す
。

【
ふ
る
さ
と
活
性
化
推
進
事
業
】　

 

３
０
万
円

【
し
む
か
っ
ぷ
・
村
づ
く
り
寄
附
金
】

５
６
０
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
、
財
源
の

確
保
に
務
め
る
と
と
も
に
、
地
場
産
品
の
Ｐ

Ｒ
等
を
通
じ
て
関
係
人
口
の
増
加
を
図
り
ま

す
。

第１　持続可能な地域づくり　▶　
３地域特性を生かした集落対策、移住・関係人口の増加

【
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
補
助
橋
梁
法
定
点

検
委
託
】　
　
　
　
　
　
　
　

２
７
６
３
万
円

令
和
３
年
度
に
引
き
続
き
残
り
の
32
橋
に
つ

い
て
２
巡
目
の
法
定
点
検
を
行
い
、
橋
梁
の

現
況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
村
道
の
安
全

を
確
保
し
ま
す
。

【
社
会
資
本
総
合
交
付
金
事
業　

住
生
活
基
本

計
画
策
定
業
務
及
び
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
修

繕
計
画
策
定
業
務
】　
　
　
　
　

４
３
２
万
円

【
第
２
美
園
団
地
１
棟
２
戸
玄
関
ポ
ー
チ
柱
改

修
工
事
】　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
３
７
万
円

【
中
央
団
地
改
修
工
事
】　
　
　

 

６
２
０
万
円

【
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
】　

 

５
８
１
０
万
円

【
地
域
交
通
運
送
事
業
】　
　

 

１
３
２
４
万
円

地
域
住
民
の
移
動
手
段
で
あ
る
地
域
交
通
の

安
全
・
安
心
な
運
行
体
制
を
維
持
し
ま
す
。

【
公
共
交
通
空
白
地
有
償
運
送
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
助
成
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
万
円

公
共
交
通
空
白
地
有
償
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
料
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
経
済
的
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事
業
補
助
金
】

５
０
万
円

地
域
で
の
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
と
と
も
に

社
会
参
加
で
き
る
場
と
し
て
、
自
身
の
介
護

予
防
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

【
占
冠
村
住
民
活
動
推
進
事
業
】  

１
０
０
万
円

住
民
の
自
主
的
な
活
動
を
支
援
し
、
地
域
力

を
高
め
る
と
と
も
に
、
集
落
の
活
性
化
や
村

民
の
福
祉
増
進
を
図
り
ま
す
。

【
備
蓄
品
整
備
事
業
】　
　
　
　

 

３
２
９
万
円

第２　安全で安心な暮らしを守る基盤づくり　▶　２地域医療の充実と
住民ニーズに即した福祉施策

【
在
宅
福
祉
推
進
事
業
等
】　
　

 

５
５
８
万
円

【
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
指
定
管
理
】

４
７
１
７
万
円

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
運
営
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営

を
行
う
と
と
も
に
、
各
種
点
検
等
を
行
い
、

施
設
の
適
正
管
理
に
努
め
ま
す
。
ま
た
利
用

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
利
用
料
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

【
社
会
福
祉
協
議
会
運
営
補
助
金
】

２
６
０
０
万
円

【
障
が
い
者
の
自
立
支
援
】　

 

３
１
６
６
万
円

【
一
般
健
康
診
査
等
】　
　
　
　

 

２
３
７
万
円

【
村
立
診
療
所
運
営
】　
　
　

 

８
１
１
０
万
円

【
歯
科
診
療
所
運
営
】　
　
　

 

２
２
０
０
万
円

【
子
育
て
支
援
医
療
費
】　
　
　

 

３
４
８
万
円

医
療
費
無
料
化
（
高
校
生
ま
で
）
を
継
続
し
、

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

【
予
防
接
種
事
業
】　
　
　
　
　

 

２
０
１
万
円

乳
幼
児
等
の
疾
病
予
防
お
よ
び
重
症
化
予
防

の
た
め
、
定
期
予
防
接
種
を
実
施
し
、
健
康

維
持
を
図
り
ま
す
。

【
林
業
担
い
手
対
策
事
業
】　
　

 

１
２
６
万
円

一
定
の
要
件
を
満
た
す
林
業
就
業
者
を
雇
用

し
た
事
業
体
に
対
し
、
技
術
指
導
補
助
金
お

よ
び
住
宅
補
助
金
を
交
付
し
、
森
林
整
備
に

必
要
な
担
い
手
の
育
成
と
定
着
を
図
り
ま

す
。

【
林
業
労
働
安
全
推
進
事
業
】　
　

 

８
４
万
円

一
定
の
要
件
を
満
た
す
林
業
就
業
者
を
雇
用

し
た
事
業
体
に
対
し
、
蜂
毒
ア
レ
ル
ギ
ー
防

止
対
策
や
安
全
装
置
品
の
購
入
に
係
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
、
林
業
労
働
災
害
の
未
然

防
止
お
よ
び
安
全
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

【
商
工
業
等
消
費
振
興
活
性
化
事
業
】

６
５
８
万
円

地
元
経
済
の
活
性
化
と
村
民
の
生
活
支
援
に

寄
与
す
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行

事
業
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
商
工
振
興
事
業
補
助
金
】　
　
　

 

５
０
万
円

【
地
域
企
業
振
興
事
業
補
助
金
】  

２
１
０
万
円

村
内
の
既
存
企
業
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
地
域
企
業
の
振
興
と
雇
用
機
会
の
確
保

拡
充
を
図
り
ま
す
。

【
道
の
駅
自
然
体
感
し
む
か
っ
ぷ
指
定
管
理
】

１
２
７
５
万
円

【
湯
の
沢
温
泉
指
定
管
理
】　

 

１
２
０
０
万
円

【
赤
岩
青
巌
峡
管
理
委
託
業
務
】  

１
９
２
万
円

2022年４月号



21 202022年４月号

第３　未来を託す子どもの環境づくり　▶　１子育て支援の拡充と１歳児保育の実現

【
子
育
て
応
援
事
業
】　
　
　

 

１
１
０
９
万
円

保
護
者
の
就
労
や
病
気
な
ど
に
よ
り
一
時
的

に
児
童
の
保
育
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に
、

そ
の
児
童
の
保
育
を
保
護
者
に
代
わ
り
行

い
、
保
護
者
と
児
童
の
福
祉
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

【
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
】  

３
４
２
万
円

児
童
生
徒
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た
め
、
中

央
・
ト
マ
ム
地
区
の
２
か
所
で
学
童
保
育
を

実
施
し
ま
す
。
指
導
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

向
け
て
研
修
機
会
を
設
け
ま
す
。

【
妊
産
婦
健
診
安
心
出
産
支
援
事
業
等
】

１
６
４
万
円

新
生
児
出
産
に
際
し
て
、
産
前
産
後
の
定
期

検
査
費
用
お
よ
び
産
婦
人
科
病
院
ま
で
の
交

通
費
助
成
で
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
し
ま

す
。

【
ト
マ
ム
地
区
公
園
整
備
事
業
】  

２
５
０
万
円

第３　未来を託す子どもの環境づくり　▶　２情報通信技術に対応した教育環境の整備
３特色ある教育

【
公
設
学
習
塾
占
冠
村
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
サ
ポ

ー
ト
ゼ
ミ
】　
　
　
　
　
　
　
　

６
５
３
万
円

小
学
校
５
～
６
学
生
、
中
学
校
１
～
３
年
生

を
対
象
に
公
設
学
習
塾
「
占
冠
村
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
サ
ポ
ー
ト
ゼ
ミ
」
を
開
設
し
、
教
育

機
会
の
地
域
間
格
差
の
解
消
、
基
礎
学
力
の

向
上
、
学
習
習
慣
の
定
着
、
家
庭
学
習
の
質

の
向
上
等
を
図
り
ま
す
。

【
中
学
生
短
期
交
換
留
学
事
業
】
１
１
２
６
万
円

【
外
国
語
指
導
助
手
招
へ
い
事
業
】 

４
０
２
万
円

【
平
和
教
育
視
察
研
修
事
業
補
助
金
】
８
８
万
円

平
和
の
村
宣
言
を
具
現
化
す
る
平
和
体
験
学

習
を
実
施
し
、
平
和
へ
の
理
解
を
深
め
る
教

育
を
推
進
し
ま
す
。

【
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
事
業
】
６
７
４
万
円

占冠中学校が３月 11 日（金）、占冠中央小学校が３

月 18 日（金）、占冠保育所およびトマム保育所が３月

25 日（金）に、卒業式・卒園式が行われました。

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、規模を

縮小しての開催となりましたが、保護者や教員、とも

に学んだ在校生に見送られながら、卒業生はそれぞれ

に感謝のことばを述べ、次のステージへの一歩を踏み

出しました。

卒業、そして新たな一歩へ

３月 24 日（木）に、占冠村清流大学の卒業式・修

了式が行われ、大学生の１人が４年の課程を修了し卒

業を迎えました。

清流大学では、卒業後は大学院、研究生へと進むこ

とができ、生涯に渡って学び合うことができます。

月に１回から２回のペースで授業が行われ、一般教

養などの学習や運動・体操などの体力づくりに取り組

んでいます。

興味がある方は、教育委員会社会教育担当☎

0167 （56） 2183までお問い合わせください。

生涯学び、健やかに

村のできごと

2022年４月号


